
基
礎
研
究
部
門
　
特
定
公
募
研
究
（
個
人
研
究
）

明
治
時
代
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
つ
い
て

�

和　

田　

秀　

寿

は　

じ　

め　

に

　

本
題
の
「
蒐
覧
会
」
と
は
、
今
で
言
え
ば
普
及
や
研
究
な
ど
の
た
め
に
、
あ
る
種
の
モ
ノ
や
資
料
を
広
く
集
め
、
一
般
に
公
開
す
る
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
博
物
館
で

言
え
ば
「
特
別
展
覧
会
」
の
内
容
が
示
唆
さ
れ
る
。
即
ち
、
本
願
寺
蒐
覧
会
は
浄
土
真
宗
に
関
連
し
た
法
宝
物
類
を
広
範
囲
に
集
め
た
特
別
展
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
近

年
の
「
西
本
願
寺
展
」（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
四
年
）
や
「
本
願
寺
展
」（
九
州
国
立
博
物
館
他
全
国
六
会
場
巡
回
、
二
〇
〇
七
年
〜
）
等
が
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
願
寺
蒐
覧
会
は
、
西
本
願
寺
は
も
と
よ
り
全
国
の
真
宗
寺
院
や
門
徒
に
保
管
さ
れ
て
い
た
法
宝
物
を
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
か
ら
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一

〇
）
ま
で
既
往
五
回
に
わ
た
っ
て
西
本
願
寺
境
内
の
書
院
に
お
い
て
展
観
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
全
体
像
を
、
詳
細
に
検
証
し
な
が
ら
ま
と
め
あ
げ
た
先
行
研
究
は
、

管
見
に
触
れ
る
限
り
な
い
。
た
だ
、『
明
治
期
府
県
博
覧
会
出
品
目
録
』
で
博
覧
会
の
一
つ
と
し
て
、
一
時
期
の
西
本
願
寺
蒐
覧
会
の
出
陳
目
録
が
列
記
さ
れ
た
り
、
寺
史�

や
宗
主
の
事
績
を
記
し
た
文
献
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
で
博
覧
会
と
名
の
付
く
最
初
の
展
示
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
西
本
願
寺
書
院
に
お
い
て
「
京
都
博
覧
会
」
と
称
し
て
開
催
さ
れ
た
。
以
後
も
京
都

博
覧
会
と
し
て
明
治
五
〜
七
年
と
展
示
形
態
を
変
え
な
が
ら
展
示
空
間
と
し
て
書
院
が
利
用
さ
れ
た
。
明
治
維
新
以
後
、
富
国
強
兵
や
文
明
開
化
を
達
成
し
、
近
代
化
を

進
め
る
上
で
一
つ
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
国
の
博
覧
会
事
業
を
、
西
本
願
寺
は
地
元
京
都
で
目
の
当
た
り
に
し
た
。
そ
し
て
、
西
本
願
寺
は
京
都
博
覧
会
へ
の
協

力
の
み
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
江
戸
時
代
か
ら
受
け
伝
え
ら
れ
た
歴
代
宗
主
の
遺
徳
を
偲
ぶ
「
法
宝
物
拝
観
」
と
近
代
博
覧
会
の
内
容
を
融
合
し
、
独
自
の
見
せ
伝
え
る

伝
道
＝
蒐
覧
（
展
覧
）
を
作
り
上
げ
た
と
考
え
る
。

（　

）
1
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本
論
で
は
、
こ
の
本
願
寺
蒐
覧
会
の
全
体
像
を
把
握
し
検
証
す
る
こ
と
で
、
明
治
時
代
に
お
け
る
西
本
願
寺
の
伝
道
活
動
の
一
端
や
法
宝
物
の
調
査
、
さ
ら
に
博
物
館

学
、
文
化
財
保
護
へ
の
関
わ
り
と
い
っ
た
内
容
が
よ
り
鮮
明
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

一　

明
治
八
・
九
年
の
蒐
覧
会

（
一
）　

蒐
覧
会
の
概
要

　

西
本
願
寺
は
、
明
治
七
年
十
二
月
二
十
八
日
付
の
通
達
に
よ
り
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
四
月
に
西
本
願
寺
単
独
の
「
本
願
寺
蒐（
集
）覧
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
を

告
示
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
三
月
十
三
日
、
西
本
願
寺
執
事
副
総
監
を
歴
任
し
た
中
山
摂
観
を
開
設
主
任
に
命
じ
、

四
月
十
五
日
〜
五
月
十
四
日
ま
で
の
三
十
日
間
、
第
一
回
「
本
願
寺
蒐（
集
）覧
会
」
と
称
し
て
西
本
願
寺
と
地
方

真
宗
寺
院
所
蔵
の
法
宝
物
を
一
堂
に
会
し
展
観
し
た
。
展
観
の
趣
意
書
に
は
「
此
度
ハ
本
山
を
始
め
、
国
々
末
寺

に
伝
来
す
る
法
宝
物
を
一
集
し
、
こ
の
集
覧
会
を
ひ
ら
き
、
も
ろ
人
に
拝
礼
を
な
さ
し
め
給
ふ
ハ
、
徒
に
耳
目
を

お
と
ろ
か
し
て
世
の
語
合
艸
に
せ
ん
と
に
は
あ
ら
す
、
宗
祖
聖
人
の
影
像
ヲ
拝
み
て
は
遠
く
在
世
の
古
を
慕
ひ
、

中
祖
上
人
の
遺
品
に
む
か
ひ
て
は
繁
昌
の
今
を
喜
ひ
、
こ
れ
を
聞
法
の
便
り
と
し
て
信
の
上
よ
り
報
謝
の
お
も
ひ

を
ま
さ
し
め
ん
と
な
り
、
し
か
れ
ハ
大
谷
の
流
を
く
み
、
此
勝
縁
に
値
奉
る
輩
、
い
よ
〳
〵
教
義
を
相
守
り
仏
法

世
法
に
つ
け
障
り
な
か
ら
ん
事
を
希
ふ
の
み
」
と
開
催
理
由
を
記
し
て
い
る
。

　
『
本
願
寺
集
覧
会
総
目
録
』
に
よ
る
と
（
図
版
１
）、
出
陳
さ
れ
た
法
宝
物
は
親
鸞
聖
人
と
蓮
如
上
人
の
遺
徳
を

偲
ぶ
法
宝
物
で
、
西
本
願
寺
か
ら
四
十
五
件
、
そ
の
他
北
は
岩
手
か
ら
南
は
佐
賀
ま
で
一
五
六
ヵ
寺
の
寺
院
か
ら

六
九
一
件
も
の
法
宝
物
が
集
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
、
新
橋
と
横
浜
間
の
鉄
道
が
開
業
し
、
大
阪
と
神
戸
間
の
仮

開
業
が
始
ま
っ
た
頃
で
、
ま
だ
全
国
の
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
頃
、
法
宝
物
を
京
都
ま
で
搬
入
す
る
手
段

は
、
手
持
ち
や
籠
、
荷
台
に
法
宝
物
を
安
置
し
人
力
に
よ
る
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
展
覧
会
の
準
備
委
員

会
開
設
か
ら
展
観
ま
で
約
一
ヵ
月
と
い
う
短
期
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
状
況
を
み
れ
ば
、
こ
の
展
覧
会
を
機
縁
と

図版 1　『本願寺集覧会総目録』（明治 8年）

明
治
時
代
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
つ
い
て

九
二



し
て
み
教
え
を
広
め
、
信
仰
の
証
を
伝
え
残
こ
そ
う
と
す
る
西
本
願
寺
や
関
係
寺
院
、
そ
し
て
門
信
徒
の
展
覧
に
向
け
た
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
の
展
覧
で
多
く
の
人
々
の
注
目
を
集
め
た
の
が
、
明
治
天
皇
か
ら
拝
領
し
た
「
銀
製
孔
雀
置
物
」
で
あ
っ
た
。「
奥
日
次
抄
」
に
は
「
御
所
よ
り
拝
領
に
相
成
候
、
銀

細
工
孔
雀
御
置
物
此
度
御
登
し
被
遊
候
、
早
速
蒐
覧
会
へ
御
出
し
、
諸
人
へ
拝
見
仰
付
ら
れ
候
由
、
御
表
よ
り
申
参
り
候
」
と
記
さ
れ
、
明
如
宗
主
の
命
に
よ
り
会
期
中

の
四
月
二
十
三
日
よ
り
特
別
に
出
陳
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
銀
製
孔
雀
置
物
は
維
新
の
功
労
と
し
て
賞
さ
れ
、
明
治
五
年
七
月
二
十
四
日
に
拝
領
し
た
品
で
、
東

本
願
寺
に
は
「
金
龍
置
物
」、
興
正
寺
に
は
「
唐
物
小
屛
」
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
八
年
の
西
本
願
寺
蒐
覧
会
の
開
催
期
間
に
は
、
京
都
で
第
四
回
京
都
博
覧
会
（
三
月
一
日
〜
六
月
八
日
）
も
開
催
さ
れ
、
奈
良
で
は
東
大
寺
大
仏
殿
東
西
回
廊
を

会
場
と
し
た
第
一
回
奈
良
博
覧
会
（
四
月
一
日
〜
六
月
十
九
日
）
も
併
行
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
。
明
如
宗
主
は
明
治
八
年
五
月
三
十
日
に
京
都
博
覧
会
を
、
六
月
十
八

日
に
は
奈
良
博
覧
会
を
視
察
し
た
記
録
が
「
奥
日
次
抄
」
に
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
抄
に
は
、
こ
の
蒐
覧
会
と
同
時
に
東
本
願
寺
で
も
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
西
本
願
寺
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
蒐
覧
会
は
、
近
年
の
展
覧
会
で
言
う
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
御
影
堂
平
成
大
修
復
事
業
記
念
「
西
本
願
寺
展
」、
平
成
十

九
年
（
二
〇
〇
七
）
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
記
念
「
本
願
寺
展 

親
鸞
と
仏
教
伝
来
の
道
」、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
記

念
「
本
願
寺
展
」
な
ど
に
匹
敵
す
る
展
観
内
容
で
、
出
陳
件
数
を
見
れ
ば
、
蒐
覧
会
の
方
が
二
倍
近
い
数
値
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
西
本
願
寺
蒐
覧
会
は
西
本
願
寺
に

関
連
し
た
展
覧
会
の
嚆
矢
で
あ
り
、
か
つ
大
規
模
な
展
覧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
展
覧
会
会
場
を
寺
域
以
外
に
設
け
る
の
で
は
な
く
、
寺
内
の
書
院
に
お

い
て
、
各
部
屋
を
テ
ー
マ
毎
に
法
宝
物
を
配
置
し
、
順
路
、
造
作
、
警
備
を
伴
っ
た
展
示
空
間
を
作
り
上
げ
た
こ
と
が
十
分
想
像
で
き
る
。
ま
た
、
出
陳
す
る
法
宝
物
も

西
本
願
寺
を
中
心
に
、
門
末
門
信
徒
の
協
力
を
得
て
集
め
上
げ
た
こ
と
は
特
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
寺
院
で
は
、
門
徒
に
結
縁
の
機
会
を
与
え
る
た
め
、
さ
ら
に
寺
院
側
で
は
建
造
物
修
復
等
の
費
用
捻
出
を
す
る
た
め
数
多
く
の
「
出

開
帳
」
や
「
居
開
帳
」
が
開
か
れ
た
。「
開
帳
」
と
は
少
し
意
味
合
い
が
異
な
る
が
、
西
本
願
寺
に
お
い
て
も
寂
如
宗
主
の
頃
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
良
如
上
人
二

十
五
回
忌
法
要
に
伴
い
「
御
宝
物
拝
見
」
が
集
会
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
西
本
願
寺
の
法
宝
物
が
門
徒
等
に
公
開
さ
れ
た
初
見
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
正

徳
元
年
（
一
七
一
一
）
宗
祖
四
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
、
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
蓮
如
上
人
二
五
〇
回
忌
法
要
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
一
）
宗
祖
五
〇
〇
回
大
遠
忌
法
要

と
宗
主
の
遺
徳
を
偲
び
、
機
縁
を
持
つ
た
め
、「
御
宝
物
拝
見
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
法
宝
物
披
露
は
す
べ
て
西
本
願
寺
所
蔵
の
法
宝
物
で
展
観
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

（　

）
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の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
明
治
八
年
の
蒐
覧
会
は
、
人
に
伝
え
見
せ
る
展
示
手
法
が
江
戸
時
代
か
ら
連
綿
と
培
わ
れ
、
明
治
時
代
初
期
に
至
っ
て
、
西
本
願
寺
の
法
宝
物

の
み
で
な
く
、
全
国
の
寺
院
や
門
信
徒
ま
で
広
げ
蒐
集
し
た
発
展
型
展
観
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
あ
る
意
味
で
西
本
願
寺
は
、
伝
道
活

動
を
主
目
的
に
し
た
法
宝
物
を
集
め
見
せ
る
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。

（
二
）　

点
検
証
と
鑑
定
証
の
交
付

　

こ
の
蒐
覧
会
で
は
、
法
宝
物
を
預
り
展
示
す
る
の
み
で
な
く
、
鑑
定
証
（「
証
券
」
縦
三
十
四
㎝
×
横
四
十
八
㎝
、
図
版
2
）
や
点
検
証
（
紙
本
ラ
ベ
ル
、
縦
七
㎝
×

横
五
㎝
他
、
図
版
３
）
を
交
付
す
る
と
い
っ
た
独
自
の
手
法
が
採
用
さ
れ
た
。
鑑
定
証
に
は
法
宝
物
の
管
理
規
定
と
し
て
、

図版 3　「正信偈文」（法光寺蔵）の軸上巻
に貼付された 2種類の紙本ラベル
罫線なしの紙本ラベルが明治 8年の点検証、
罫線ありが明治23年の点検証

図版 2　陽願寺に保管されている明治 8年の「証券」
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一
、
水
害
や
火
災
、
そ
し
て
盗
難
、
さ
ら
に
鼠
や
虫
に
よ
る
被
害
に
厳
重
に
注
意
し
永
年
護
っ
て
い
く
事

一
、
法
宝
物
を
保
管
し
て
い
る
収
蔵
庫
を
開
け
る
時
に
は
所
定
の
規
約
に
準
ず
る
事

一
、�
法
宝
物
の
転
売
は
禁
止
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
法
宝
物
を
譲
渡
す
る
場
合
は
、
住
職
と
檀
家
総
代
の
連
印
を
、
所
轄
の
庁
と
西
本
願
寺
に
届
出
、
証
券
印

税
第
一
類
物
品
譲
渡
規
則
に
準
じ
譲
渡
し
、
証
書
を
西
本
願
寺
に
示
し
裏
書
に
そ
の
内
容
の
記
載
を
西
本
願
寺
に
求
め
る
事

一
、
住
職
を
交
代
す
る
時
に
は
、
証
券
を
西
本
願
寺
に
差
し
出
し
、
裏
書
き
を
求
め
る
事

が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

　

点
検
証
（
紙
本
ラ
ベ
ル
）
は
、
各
法
宝
物
に
貼
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
京
都
市
法
光
寺
は
明
治
八
年
の
蒐
覧
会
に
「
正
信
偈
ノ
文　

蓮
如
上
人
直
筆
」、

「
蓮
師
文
章
」、「
六
字
名
号　

実
如
上
人
筆
」
三
点
を
出
陳
し
た
。
そ
の
内
、「
正
信
偈
ノ
文　

蓮
如
上
人
直
筆
」
の
軸
上
巻
に
は
、
墨
書
で
「
正
信
偈
文
中
祖
上
人
御
筆　

蒐
覧
会
検
査
済
二
軸
明
治
十
三
年
十
月
下
浣
合
二
軸
重
装
」
と
記
さ
れ
、
現
有
の
軸
は
明
治
八
年
の
蒐
覧
会
に
元
二
軸
あ
っ
た
「
正
信
偈
文
」
を
別
々
に
出
陳
し
、
明
治

十
三
年
十
月
に
二
軸
を
重
装
し
一
つ
の
軸
に
新
調
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
同
軸
上
巻
に
は
、
表
記
の
異
な
る
紙
本
ラ
ベ
ル
が
二
枚
貼
付
さ
れ
て
い
る

（
図
版
３
）。
こ
の
紙
本
ラ
ベ
ル
の
一
枚
が
明
治
八
年
の
点
検
証
の
ラ
ベ
ル
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

明
治
二
十
三
年
の
蒐
覧
会

（
一
）　

第
三
回
西
本
願
寺
蒐
覧
会
の
開
催
前
夜

　

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
五
月
五
日
の
『
奇
日
新
報
』
第
一
〇
六
二
号
に
、「
京
都
各
本
山
に
秘
蔵
す
る
古
器
物
を
蒐
集
し
て
一
つ
の
博
物
館
を
新
設
し
、
共
済

学
校
の
永
続
資
金
を
助
け
、
ま
た
、
仏
教
大
学
の
設
立
を
補
助
せ
ん
と
す
る
計
画
あ
り
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
月
二
十
四
日
の
『
明
教
新
誌
』

第
二
五
四
四
号
に
は
「
寺
院
宝
物
展
覧
会
を
設
く
べ
し
」
と
題
し
て
論
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
国
に
よ
る
全
国
の
宝
物
取
調
に
よ
っ
て
美
術
品
の
散
逸
を

防
ぎ
、
寺
院
の
宝
物
展
示
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
「
宝
物
保
存
の
費
用
に
充
て
其
余
を
以
て
布
教
費
な
り
興
学
費
な
り
は
た
寺
院
の
修
復
な
り
に
差
向
け
な
ば
其
事
業
の

簡
略
に
し
て
宿
弊
を
杜
絶
し
日
本
の
美
術
を
保
護
す
る
の
み
に
止
ら
ず
実
に
一
挙
数
徳
の
良
策
た
ら
ん
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
こ
の
調
査
が
各
社
寺
に
文
化

明
治
時
代
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
つ
い
て
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財
の
重
要
性
を
少
な
か
ら
ず
意
識
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
今
後
そ
れ
ら
宝
物
を
保
護
、
保
管
し
て
い
く
た
め
の
現
実
的
な
問
題
に
各
社
寺
が
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
西
本
願
寺
は
明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
日
に
大
洲
鉄
然
執
行
長
が
「
去
明
治
八
年
本
山
に
於
て
蒐
覧
会
開
設
後
は
未
だ
御
開
設
無
之
候
に
付
、

門
末
に
於
て
頗
る
遺
憾
に
存
居
候
者
も
、
不
尠
候
間
、
来
二
十
三
年
四
五
月
の
候
を
□
し
、
本
山
御
所
蔵
の
宝
物
並
に
門
末
所
蔵
の
蒐
覧
会
御
開
設
相
成
候
様
仕
度
」
と

の
蒐
覧
会
開
催
の
趣
意
を
開
申
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
開
申
を
受
け
二
日
後
の
四
日
付
で
堅
田
廣
吼
（
兼
奉
事
局
注
記
）、
服
部
來
淨
（
兼
内
事
局
注
記
）、
清
基
秀
全

（
庶
務
科
注
記
）、
浅
田
順
證
（
財
務
科
注
記
）、
明
治
二
十
三
年
一
月
七
日
付
で
岸
大
悟
（
兼
内
局
注
記
）
二
月
七
日
付
で
加
藤
正
廓
（
教
学
科
注
記
）
が
蒐
覧
会
委
員

に
命
ぜ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
蒐
覧
会
委
員
長
に
水
原
慈
音
（
二
月
二
十
日
付
）、
末
寺
法
宝
物
鑑
定
係
に
水
原
慈
音
と
今
小
路
澤
悟
（
二
月
二
十
日
付
）
が
任
命
さ
れ
た
。

蒐
覧
会
の
仮
事
務
所
は
当
面
黒
書
院
広
敷
に
あ
て
ら
れ
、
開
催
に
向
け
て
の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
明
治
二
十
三
年
の
蒐
覧
会
の
開
催
告
知
は
『
本
山
月

報
』
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
書
院
に
て
、
西
本
願
寺
の
法
宝
物
の
拝
観
と
地
方
真
宗
寺
院
の
法
宝
物
を
合
わ
せ
て
展
示
す
る
旨
が
告
げ
ら

れ
た
。
そ
し
て
、『
本
山
月
報
』
同
年
三
月
六
日
発
行
の
号
外
に
お
い
て
、
そ
の
詳
細
が
報
告
さ
れ
た
。
同
報
告
に
は
、
明
治
八
年
に
実
施
さ
れ
た
蒐
覧
会
に
お
い
て
上

京
し
て
参
拝
で
き
な
か
っ
た
者
が
「
追
慕
の
情
深
く
遺
憾
に
堪
へ
ざ
る
も
の
不
尠
趣
」
の
た
め
に
、「
往
昔
御
化
導
の
程
を
追
想
し
て
篤
く
聞
法
の
因
縁
を
結
び
益
す
報

謝
の
経
営
を
抽
で
ら
る
べ
く
と
の
御
趣
意
」
で
開
催
に
至
っ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
の
真
宗
寺
院
か
ら
の
法
宝
物
出
品
の
心
得
や
拝
観
人
の
心
得
も

列
記
さ
れ
て
い
る
。
出
品
人
心
得
の
中
に
は
、
展
示
会
場
に
て
法
宝
物
の
縁
起
な
ど
の
解
説
を
禁
止
す
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
絵
解
に
つ
い
て
は
、
明
治
十

三
年
六
月
二
十
二
日
付
達
書
第
十
九
号
に
お
い
て
「
絵
解
の
儀
、
絵
解
と
称
し
説
教
を
行
い
、
絵
伝
を
掛
け
て
絵
相
を
解
く
行
為
は
寺
宝
上
不
適
切
で
あ
る
」
と
執
綱
日

野
澤
依
名
で
通
達
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
蒐
覧
会
に
出
品
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
西
本
願
寺
か
ら
付
与
さ
れ
た
鑑
定
証
が
必
要
で
あ
っ
た
。
明
治
八
年
、
九
年
に
付
与
さ
れ
た
鑑
定
証
が
あ

れ
ば
出
品
は
可
能
で
あ
っ
た
が
、
京
都
に
上
京
す
る
た
め
の
費
用
は
自
費
精
算
で
あ
っ
た
。
も
し
鑑
定
証
が
な
く
出
品
を
希
望
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
鑑
定
証
授
与
の
た
め

の
法
宝
物
点
検
費
と
し
て
、
冥
加
金
一
円
を
必
要
と
し
た
。
明
治
二
十
三
年
の
大
工
の
手
間
賃
が
約
五
十
銭
で
あ
っ
た
時
代
、
一
円
は
か
な
り
高
額
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

（　
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（
二
）　

西
本
願
寺
蒐
覧
会
の
開
催

　

蒐
覧
会
は
明
治
二
十
三
年
四
月
一
日
よ
り
三
十
日
間
（
後
日
一
週
間
延
長
の
五
月
七
日
ま
で
）
書
院
と
飛
雲
閣
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

　

書
院
へ
の
拝
観
に
は
、
所
定
の
場
所
に
て
無
料
の
拝
観
券
を
受
取
り
入
場
で
き
た
。
そ
し
て
、
特
に
飛
雲
閣
で
は
特
別
縦
覧
が
許
可
さ
れ
、
入
場
す
る
に
は
縦
覧
券
が

必
要
で
、
諸
講
中
な
ど
か
ら
特
別
に
授
与
さ
れ
た
者
に
限
定
さ
れ
た
。
社
寺
の
維
持
管
理
費
を
捻
出
す
る
た
め
、
法
宝
物
を
公
開
す
る
時
に
拝
観
料
を
徴
収
す
る
ケ
ー
ス

が
み
ら
れ
る
中
で
、
こ
の
蒐
覧
会
が
拝
観
料
無
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
蒐
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
時
期
、
京
都
市
内
で
は
多
く
の
法
宝
物
展
が
開
催
さ
れ
、
東
本
願
寺
の
蒐
覧
会
（
四
月
八
日
〜
五
月
七
日
）
の
他
、
東
福
寺
縦
覧
会
（
四

月
五
日
〜
五
月
四
日
）、
天
龍
寺
宝
物
展
（
四
月
一
日
〜
三
十
日
）、
相
国
寺
各
宗
協
同
縦
覧
会
（
四
月
十
六
日
〜
五
月
十
六
日
）、
大
徳
寺
縦
覧
会
（
四
月
二
十
日
〜
五

月
三
十
一
日
）、
南
禅
寺
宝
物
展
（
五
月
一
日
〜
三
十
一
日
）
が
行
わ
れ
た
。

　

明
治
二
十
三
年
四
月
六
日
の
『
明
教
新
誌
』
の
「
京
都
通
信
」
に
は
、
旧
境
内
各
町
の
軒
先
に
は
「
蒐
覧
」
と
記
さ
れ
た
紅
提
灯
を
掛
け
、
各
所
に
は
「
大
ホ
ラ
フ
」

（
旗
）
が
翻
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
、
少
な
か
ら
ず
会
期
中
の
周
辺
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、『
日
出
新
聞
』
明
治
二
十
三
年
四
月
三
日
二
面
の
記
事

に
は
「
宝
物
の
注
意
」
と
題
し
て
、
詐
欺
が
横
行
し
下
京
警
察
署
は
毎
日
非
番
巡
査
二
十
名
ず
つ
特
別
配
備
し
、
和
服
を
着
て
雑
多
な
場
所
に
出
張
し
注
意
を
呼
び
か
け

た
。
さ
ら
に
、
近
来
寺
院
の
法
宝
物
を
盗
む
盗
賊
も
横
行
し
、
盗
ん
だ
法
宝
物
を
金
品
に
替
え
る
場
合
が
多
く
「
其
宝
物
が
全
く
世
界
に
消
滅
す
る
は
実
に
惜
し
む
べ
き

の
至
り
な
り
」
と
記
し
、
今
後
各
法
宝
物
展
は
臨
時
の
巡
査
を
増
員
し
、
警
備
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
三
）　

書
院
や
飛
雲
閣
に
展
示
さ
れ
た
法
宝
物
と
拝
観
者

　

白
書
院
紫
明
之
間
に
は
西
本
願
寺
蔵
の
法
宝
物
と
し
て
、「
祖
師
御
真
蹟
六
字
尊
号
」、「
鏡
御
影
」
を
は
じ
め
二
十
五
点
、
そ
し
て
対
面
所
上
段
に
は
明
治
天
皇
よ
り

下
賜
さ
れ
た
「
銀
孔
雀
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。
別
院
や
地
方
真
宗
寺
院
か
ら
の
法
宝
物
は
、
白
書
院
を
除
く
書
院
の
各
部
屋
で
展
示
さ
れ
た
。
展
示
は
区
割
り
さ
れ
、

一
区
鴻
之
間
東
狭
屋
之
間
（
二
十
件
前
後
）、
二
区
鴻
之
間
東
之
間
（
六
十
六
件
）、
三
区
同
中
之
間
（
七
十
三
件
）、
四
区
同
西
之
間
（
五
十
一
件
）、
五
区
雀
之
間
（
三

十
七
件
）、
六
区
雁
之
間
（
四
十
四
件
）、
七
区
菊
之
間
（
五
十
八
件
）、
八
区
竹
檜
之
間
（
一
〇
六
件
）
の
八
区
に
分
け
ら
れ
、
書
院
で
の
出
陳
の
件
数
は
四
八
〇
件
に

近
い
数
値
を
数
え
た
。
北
は
岩
手
県
願
教
寺
、
茨
城
県
大
覚
寺
か
ら
木
像
等
が
出
品
さ
れ
、
南
は
宮
崎
県
摂
護
寺
か
ら
も
親
鸞
聖
人
木
像
が
出
品
さ
れ
る
な
ど
、
木
像
の

（　
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大
き
さ
は
さ
て
お
き
、
ま
だ
十
分
に
交
通
機
関
の
発
達
し
て
い
な
い
頃
、
法
宝
物
を
自
ら
背
負
い
荷
車
に
安
置
し
安
全
性
を
考
慮
し
な
が
ら
上
京
し
た
、
門
徒
の
本
願
に

帰
依
す
る
信
仰
心
の
厚
さ
を
実
感
す
る
。

　

ま
た
、
特
別
拝
観
さ
れ
た
飛
雲
閣
で
は
一
階
の
柳
之
間
、
八
景
之
間
、
憶
昔
亭
に
約
九
十
点
が
展
示
さ
れ
、
特
別
縦
覧
券
を
持
っ
た
者
に
対
し
て
「
一
文
字
茶
碗
」
の

複
製
品
と
茶
菓
子
が
供
さ
れ
、
そ
の
茶
碗
は
そ
れ
ぞ
れ
に
下
附
さ
れ
た
。
特
に
飛
雲
閣
の
展
示
は
、
西
本
願
寺
に
伝
来
す
る
朝
廷
な
ど
か
ら
寄
進
さ
れ
た
宝
物
を
中
心
に

展
観
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
招
賢
殿
に
展
示
の
「
津
嶋
絵
腰
屛
風
」
も
あ
っ
た
。

　

会
期
中
に
は
多
く
の
来
賓
が
あ
っ
た
。
明
治
二
十
三
年
四
月
十
一
日
に
は
山
縣
有
明
内
閣
総
理
大
臣
や
滋
賀
県
知
事
中
井
弘
が
拝
観
し
、
四
月
十
八
日
に
は
三
条
実
美

内
大
臣
が
神
戸
観
艦
式
出
席
の
後
、
蒐
覧
会
を
観
覧
し
た
記
録
が
あ
る
。

　

会
期
終
了
後
の
明
治
二
十
三
年
六
月
十
日
発
行
の
『
本
山
月
報
』
第
五
号
に
は
、
各
日
の
拝
観
者
と
来
賓
が
記
さ
れ
た
「
蒐
覧
会
の
日
記
」
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
報
告
に
よ
る
と
、
三
十
日
間
で
総
拝
観
者
十
三
万
六
六
七
九
人
を
数
え
、
一
日
平
均
三
六
九
四
人
と
、
書
院
の
収
容
人
数
を
大
幅
に
超
え
た
数
値
を
示
し
た
。

（
四
）　

目
録
の
発
行

　

明
治
二
十
三
年
の
蒐
覧
会
開
催
に
伴
い
、
西
本
願
寺
か
ら
許
可
を
得
て
出
陳
目
録
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
西
六
條
本
願
寺
蒐
覧
会
陳
列
目
録
』
は
、
明
治
二
十
三
年

四
月
十
八
日
印
刷
出
版
、
発
行
編
輯
人
と
し
て
根
岸
秀
道
、
印
刷
佐
々
木
嘉
之
助
が
担
当
し
、
四
銭
で
販
売
さ
れ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
蔵
の
目
録
は
三
、
四
頁

（
第
一
区
展
示
場
所
出
陳
品
）
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
三
十
四
頁
に
及
ぶ
冊
子
で
、
西
本
願
寺
法
宝
物
（
白
書
院
）
と
第
一
区
〜
第
八
区
（
鴻
之
間
や
竹
檜
之
間
他
）
ま

で
展
示
場
所
毎
に
約
四
八
〇
件
を
列
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
も
う
一
冊
『
本
願
寺
蒐
覧
会
出
品
目
録
』
は
、
明
治
二
十
三
年
四
月
十
日
印
刷
、
四
月
二
十
一
日
出
版
、
発
行
、
編
輯
人
と
し
て
菱
田
幸
次
郎
、
印
刷
を
点
林

堂
山
鹿
福
三
郎
が
担
当
し
た
。
目
録
に
は
鴻
之
間
、
白
書
院
、
飛
雲
閣
に
区
別
さ
れ
、
鴻
之
間
三
一
八
件
、
白
書
院
二
十
三
件
、
飛
雲
閣
四
十
七
件
（
柳
之
間
四
十
三
件
、

八
景
之
間
二
件
、
御
茶
席
二
件
）
の
総
数
四
二
三
件
を
数
え
た
。

　

さ
ら
に
、
木
版
一
枚
刷
で
「
改
正
増
補
本
派
本
願
寺
蒐
覧
会
一
覧
」
が
法
蔵
館
（
西
村
七
平
）
よ
り
発
行
さ
れ
た
。
明
治
二
十
三
年
四
月
一
日
印
刷
、
同
月
九
日
出
版
、

そ
し
て
十
五
日
に
増
補
出
版
さ
れ
た
。
一
覧
に
は
総
件
数
四
一
七
件
を
数
え
、
所
蔵
先
を
含
め
た
出
陳
品
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
内
容
に
は
、
増
補
改
訂
を
強
調
す
る
か

（　

）
9

（　

）
10

明
治
時
代
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
つ
い
て

九
八



の
よ
う
に
「
新
蒐
増
列
品
之
部
」
や
「
上
宝
物
ノ
部
」
の
項
目
を
設
け
、「
釈
迦
太
子
七
高
僧
並
御
代
々
御
忌
日
」
も
付
記
さ
れ
た
。

　

現
状
確
認
で
き
る
蒐
覧
会
の
出
品
目
録
は
三
種
類
に
及
び
、
出
陳
品
の
場
所
を
示
し
た
目
録
や
飛
雲
閣
で
の
出
陳
品
を
追
加
し
た
目
録
、
さ
ら
に
携
帯
用
に
特
化
し
た

細
か
い
文
字
で
全
て
の
出
陳
品
を
一
枚
に
納
め
た
目
録
な
ど
、
西
本
願
寺
か
ら
許
可
を
受
け
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
出
陳
総
数
や
名
称
の
統
一
性
が
な
く
、

中
に
は
誤
植
も
多
い
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
発
刊
の
差
し
留
め
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
後
日
『
本
山
付
録
』（
未
見
）
に
お
い
て
正
式
な
目
録
を
列
記

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

（
五
）　

法
宝
物
点
検
願
と
鑑
定
証
の
付
与

　

こ
の
蒐
覧
会
で
も
、
地
方
寺
院
や
門
徒
に
伝
来
す
る
法
宝
物
を
点
検
し
鑑
定
証
を
授
与
し
た
。
蒐
覧
会
に
出
品
す
る
に
は
「
法
宝
物
点
検
願
手
続
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。

既
に
点
検
証
が
あ
る
法
宝
物
に
つ
い
て
は
鑑
定
証
を
添
え
て
「
甲
号
書
式
」（「
鑑
定
証
裏
印
願
」）
を
提
出
、
法
宝
物
の
点
検
を
希
望
す
る
者
は
縁
由
緒
並
び
に
裏
書

（
讃
文
）
を
添
え
て
「
乙
号
書
式
」（「
法
宝
物
点
検
願
」）
を
提
出
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
そ
し
て
、「
乙
号
書
式
」
提
出
と
共
に
鑑
定
証
を
希
望
す
る
者
は
冥
加
金
一
円

が
必
要
で
あ
っ
た
。
西
本
願
寺
に
法
宝
物
を
持
参
し
、
書
類
を
提
出
す
る
期
限
は
三
月
二
十
五
日
と
さ
れ
た
。

　

蒐
覧
会
の
報
告
に
は
、
明
治
八
年
、
九
年
に
既
に
点
検
を
受
け
た
法
宝
物
は
四
〇
六
点
、
今
回
新
た
に
点
検
を
受
け
鑑
定
証
が
授
与
さ
れ
た
法
宝
物
七
七
一
点
、
点
検

証
の
み
下
付
さ
れ
た
法
宝
物
四
〇
六
点
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
し
て
、
点
検
に
及
ば
ず
に
返
却
し
た
も
の
は
二
〇
〇
〇
点
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。
な
お
、
毎
年
の
年
初
に
挙
行

さ
れ
る
「
事
務
始
め
の
式
」
に
お
い
て
、
宗
主
が
昨
年
の
総
括
を
述
べ
る
中
、
明
治
二
十
四
年
一
月
六
日
、
明
如
宗
主
東
上
不
在
の
た
め
代
行
で
大
洲
鉄
然
執
行
長
が

「
四
月
二
蒐
覧
会
ヲ
開
キ
門
末
ノ
法
物
ヲ
蒐
覧
鑑
査
シ
以
テ
法
物
保
存
ノ
必
要
ヲ
促
シ
」
と
示
し
て
い
る
。
蒐
覧
会
の
開
催
が
、
法
宝
物
を
後
世
に
伝
え
残
そ
う
と
す
る

意
識
を
広
め
る
機
縁
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
布
教
活
動
の
一
環
と
し
て
の
展
示
意
義
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
蒐
覧
会
は
明
治
八
年
の
蒐
覧
会
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
周
到
な
計
画
と
綿
密
な
内
容
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
全
国
か
ら
法
宝
物
を
集
め
見
せ
る
展
示

手
法
を
画
一
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
西
本
願
寺
側
に
と
っ
て
事
務
的
な
浪
費
の
み
で
、
全
国
に
調
査
に
赴
か
ず
法
宝
物
を
把
握
で
き
リ
ス
ト
化
で
き
る
。

さ
ら
に
冥
加
金
と
し
て
の
収
入
も
期
待
で
き
る
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
八
年
の
蒐
覧
会
が
江
戸
期
か
ら
の
「
法
宝
物
拝
見
」
を
一
歩
進
め
た
発
展
型
と
す
れ
ば
、

明
治
二
十
三
年
の
蒐
覧
会
は
多
く
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
完
成
型
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
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三　

明
治
二
十
四
年
の
蒐
覧
会

（
一
）　

開
催
に
向
け
て
の
準
備

　

明
治
二
十
四
年
三
月
五
日
、
大
洲
鉄
然
執
行
長
は
明
如
宗
主
に
、
顕
如
宗
主
三
〇
〇
回
忌
法
要
に
伴
い
顕
如
宗
主
由
緒
の
法
宝
物
展
の
開
催
の
伺
い
を
開
申
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
明
如
宗
主
は
会
期
を
二
週
間
に
限
定
し
、
さ
ら
に
地
方
寺
院
の
所
蔵
す
る
法
宝
物
を
含
め
、
顕
如
宗
主
由
緒
の
法
宝
物
も
真
贋
が
明
確
な
も
の
に
限
定
し
拝

観
を
許
可
し
た
。
会
期
は
四
月
二
十
九
日
〜
五
月
十
二
日
と
さ
れ
、
点
検
済
か
鑑
定
証
か
い
ず
れ
か
を
有
す
る
法
宝
物
に
限
り
出
品
の
許
可
が
下
さ
れ
、
両
者
を
有
さ
な

い
法
宝
物
に
対
し
て
は
、
調
査
を
行
い
展
示
の
可
否
を
決
定
す
る
旨
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
展
示
会
が
既
往
か
ら
数
え
、
第
四
回
目
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
相
当
す
る
。

　

法
宝
物
蒐
覧
会
の
任
命
辞
令
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

法
宝
物
蒐
覧
会
委
員
長

	

梅
上
澤
融
（
四
月
二
十
二
日
付
）

法
宝
物
蒐
覧
会
中
兼
内
事
局
用
係

	

朝
日
煙
溪
（
庶
務
科
注
記
）、
志
田
延
精
（
教
学
科
注
記
）、
河
原
達
性
（
兼
内
局
用
係
）（
四
月
二
十
四
日
付
）

法
宝
物
蒐
覧
会
委
員

	

堅
田
廣
吼
（
兼
内
事
局
注
記
）、
服
部
來
淨
（
兼
内
事
局
注
記
）（
四
月
二
十
四
日
付
）

法
宝
物
蒐
覧
会
審
査
員

	

今
小
路
澤
悟
、
水
原
慈
音　
（
四
月
二
十
八
日
付
）

法
宝
物
蒐
覧
会
中
兼
内
事
局
用
係

	

松
原
深
諦　
（
四
月
二
十
八
日
付
）

（　
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当
日
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
る
中
、
蒐
覧
会
委
員
の
話
し
合
い
で
ま
と
ま
っ
た
計
画
案
に
執
行
の
意
見
を
朱
書
き
し
、
宗
主
へ
の
伺
い
が
四
月
二
十
七
日
に
開
申

さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
、
本
山
の
法
宝
物
は
鴻
之
間
上
段
に
陳
列
。

一
、
門
末
の
法
宝
物
は
下
段
広
間
六
列
。

一
、
事
務
所
を
芙
蓉
之
間
に
取
設
。

一
、
賽
銭
箱
を
便
宜
の
所
に
配
置
。

と
し
て
、
朱
書
き
は
「
午
前
十
時
開
場
式
、
午
後
よ
り
縦
覧
を
許
し
度
」
と
付
記
さ
れ
認
可
に
至
っ
た
。

　

展
示
は
第
三
回
蒐
覧
会
と
は
規
模
を
縮
小
し
、
書
院
鴻
之
間
に
限
定
さ
れ
、
下
段
は
三
区
画
に
区
分
さ
れ
た
。
拝
観
料
は
無
料
で
、
宗
主
が
言
う
賽
銭
箱
の
設
置
は
募

財
獲
得
の
た
め
の
方
策
と
し
て
理
解
で
き
る
。

（
二
）　

出
品
さ
れ
た
法
宝
物

　
『
明
教
新
誌
』
第
二
八
八
六
号
（
明
治
二
十
四
年
五
月
六
日
）
に
は
会
期
早
々
に
出
品
目
録
が
掲
載
さ
れ
、
連
載
で
次
号
（
五
月
十
日
）
に
も
掲
示
さ
れ
た
が
、
西
本

願
寺
の
広
報
紙
『
本
山
月
報
』
は
遅
れ
る
こ
と
第
十
六
号
（
五
月
十
五
日
）
に
お
い
て
西
本
願
寺
の
法
宝
物
の
み
掲
載
し
た
。
な
お
、『
本
山
月
報
』
は
会
期
終
了
後
の

明
治
二
十
四
年
六
月
十
五
日
（
第
十
七
号
）
に
総
出
品
目
録
を
最
終
的
に
報
告
し
た
。
こ
の
出
品
目
録
か
ら
、
門
末
や
個
人
か
ら
出
陳
さ
れ
た
法
宝
物
は
第
一
区
五
十
二

件
、
第
二
区
五
十
三
件
、
第
三
区
五
十
一
件
で
、
地
方
や
個
人
の
出
品
件
数
は
一
五
七
件
を
数
え
、
甲
冑
、
馬
具
、
刀
類
は
第
三
区
に
配
置
さ
れ
た
。

　

会
期
一
週
間
が
過
ぎ
た
頃
に
は
、
西
本
願
寺
が
受
理
し
た
門
末
等
の
法
宝
物
は
二
六
七
点
に
上
り
、
詳
細
は
尊
号
六
十
七
点
、
木
仏
画
像
二
十
八
点
、
消
息
九
十
一
点
、

書
類
三
十
五
点
、
諸
器
具
二
十
七
点
、
刀
剣
武
器
十
八
点
、
梵
鐘
石
山
陣
所
蔵
一
点
で
あ
っ
た
。
会
期
中
の
展
示
替
え
も
想
定
さ
れ
る
が
、
会
期
中
の
総
出
品
件
数
は
約

二
〇
〇
件
前
後
を
数
え
、
拝
観
総
数
は
二
万
六
二
九
六
人
で
あ
っ
た
。

（　
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蒐
覧
会
初
日
の
一
般
拝
観
は
、
午
後
一
時
〜
三
時
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
初
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
二
五
〇
五
人
の
拝
観
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
三
日
間
は
二
五
〇
〇
人
以

上
の
拝
観
者
を
み
て
、
五
月
三
日
の
雨
天
に
よ
り
一
一
〇
七
人
と
減
少
し
、
以
後
は
一
五
〇
〇
人
前
後
と
な
っ
た
。
五
月
十
日
に
は
ロ
シ
ア
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
拝
観
の
た

め
、
午
後
一
時
よ
り
拝
観
を
中
止
、
最
終
日
の
十
三
日
は
、
午
前
中
新
門
鏡
如
宗
主
が
拝
観
し
、
正
午
で
閉
会
し
た
。

四　

明
治
四
十
三
年
の
蒐
覧
会

（
一
）　

法
物
蒐
覧
会
の
開
催

　

明
治
四
十
二
年
四
月
の
明
如
宗
主
七
回
忌
法
要
、
五
月
の
降
誕
会
を
無
事
終
え
た
、
六
月
十
八
日
付
の
「
甲
教
示
番
外
」
に
お
い
て
、
親
鸞
聖
人
に
由
緒
あ
る
法
宝
物

を
一
堂
に
会
す
る
展
覧
会
「
法
物
蒐
覧
会
」
を
、
明
治
四
十
三
年
三
月
一
日
〜
四
月
三
十
日
ま
で
開
催
す
る
こ
と
が
、
第
二
十
二
世
鏡
如
宗
主
の
下
で
執
行
長
大
谷
尊
由
、

執
行
梅
上
尊
融
、
大
洲
鉄
也
、
朝
倉
明
宣
の
連
名
に
お
い
て
告
示
さ
れ
た
。
鏡
如
宗
主
は
、
明
治
四
十
二
年
九
月
二
十
四
日
よ
り
籌
子
夫
人
と
約
一
年
間
の
印
度
仏
蹟
参

拝
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
遊
に
た
つ
こ
と
と
な
り
、
そ
の
間
の
職
務
代
理
に
大
谷
尊
重
（
光
明
、
淳
浄
院
）
が
委
任
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
法
物
蒐
覧
会
事
務
所
の
開
設
と
職

制
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
職
員
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

法
物
蒐
覧
会
総
裁

	

大
谷
尊
重
（
光
明
、
淳
浄
院
）（
明
治
四
十
二
年
六
月
十
八
日
付
）

法
物
蒐
覧
会
会
長

	

藤
枝
澤
通
（
同
月
十
八
日
付
）

法
物
蒐
覧
会
事
務
員

	

上
原
芳
太
郎
、
富
樫
尊
昭
、
痴
山
義
亮
、
湯
川
良
之
助
、

	

原
田
了
哲
、
弓
波
瑞
明
、
鎌
田
正
観
、
長
谷
川
楚
雲
、

	

服
部
澄
浄
（
同
月
十
八
日
付
）
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伊
藤
祐
覚
（
明
治
四
十
三
年
一
月
十
日
付
）

	
桃
園
専
心
、
寺
田
幸
淳
（
明
治
四
十
三
年
二
月
九
日
付
）

	
園
香
雲
、
佐
々
木
了
玄
（
明
治
四
十
三
年
二
月
十
七
日
付
）

	

松
室
成
貞
（
明
治
四
十
三
年
三
月
九
日
付
）

	

鎌
田
正
観
（
明
治
四
十
三
年
一
月
十
日
解
任
）

法
物
蒐
覧
会
書
記

	

光
澤
即
然
、
眞
田
竹
圓
（
明
治
四
十
三
年
二
月
十
七
日
付
）

　

今
回
の
蒐
覧
会
は
、
明
治
四
十
四
年
に
勤
め
ら
れ
る
親
鸞
聖
人
六
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
の
お
待
ち
受
け
記
念
事
業
の
一
環
で
開
催
さ
れ
も
の
で
、
明
治
二
十
三
年
、
二

十
四
年
の
蒐
覧
会
の
形
式
を
踏
襲
し
、
西
本
願
寺
所
蔵
の
法
宝
物
と
門
末
寺
院
所
蔵
の
親
鸞
聖
人
に
関
す
る
法
宝
物
を
中
心
に
蒐
集
し
て
実
施
さ
れ
た
。『
龍
谷
週
報
』

第
四
十
七
号
（
明
治
四
十
三
年
一
月
十
五
日
）
社
説
「
法
宝
蒐
覧
会
に
就
て
」
に
は
、
大
遠
忌
法
要
の
前
年
に
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
参
拝
者
の
混
雑
を
避
く
る

為
め
な
ら
ん
も
、
ま
た
こ
れ
に
よ
り
て
豫
め
宗
祖
大
師
の
遺
徳
を
瞻
仰
す
る
の
念
慮
を
増
上
し
、
大
御
遠
忌
の
勝
縁
に
値
遇
す
る
悦
び
を
し
て
、
層
一
層
深
か
ら
し
む
る

助
縁
と
し
て
、
恰
好
の
施
設
と
謂
ふ
べ
き
也
」、「
法
物
蒐
覧
会
は
即
ち
其
好
機
を
與
へ
、
値
遇
し
難
き
勝
縁
を
設
け
て
、
以
て
無
価
の
法
悦
を
頒
た
ん
と
す
る
も
の
、
門

末
一
般
の
喜
び
ま
た
ま
さ
に
知
る
べ
き
」
と
記
し
、
門
信
徒
が
大
遠
忌
法
要
の
機
縁
に
対
し
て
蒐
覧
会
が
更
な
る
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
勝
縁
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

（
二
）　

陳
列
法
宝
物
の
手
続
と
鑑
定
会

　

法
物
蒐
覧
会
で
展
示
さ
れ
る
門
末
寺
院
所
蔵
の
法
宝
物
の
展
観
許
可
が
明
治
四
十
二
年
六
月
十
八
日
の
「
甲
達
第
三
十
二
号
」『
本
山
録
事
』
に
お
い
て
下
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
同
年
十
一
月
十
一
日
の
「
甲
達
第
四
十
九
号
」『
本
山
録
事
』
に
お
い
て
出
品
要
項
「
法
物
蒐
覧
会
陳
列
出
願
手
続
」
が
告
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
要
項
に
よ
る
と
出
品
で
き
る
法
宝
物
は
、

明
治
時
代
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
つ
い
て

一
〇
三



一
、
親
鸞
聖
人
の
真
筆
、
依
用
品

二
、
蓮
如
上
人
以
前
の
歴
代
宗
主
法
物
中
、
親
鸞
聖
人
に
関
連
す
る
法
宝
物

三
、
聖
徳
太
子
に
由
緒
あ
る
法
宝
物

四
、
法
然
上
人
に
由
緒
あ
る
法
宝
物

五
、
そ
の
他
親
鸞
聖
人
に
縁
故
あ
る
法
宝
物

と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
西
本
願
寺
が
組
織
し
た
鑑
定
委
員
会
の
許
可
を
も
っ
て
展
示
さ
れ
、
鑑
定
証
の
交
付
が
行
わ
れ
た
。
法
宝
物
の
出
願
期
限
は
明
治
四
十
二
年
十
二

月
一
日
〜
明
治
四
十
三
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
要
項
の
第
六
条
〜
第
八
条
に
は
事
務
所
へ
の
法
宝
物
差
出
方
法
、
陳
列
に
か
か
る
費
用
、
返
却
方
法

等
が
示
さ
れ
た
。
差
出
、
返
却
は
基
本
持
参
で
、
ど
う
し
て
も
無
理
な
場
合
は
托
送
、
郵
送
で
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
で
生
じ
る
破
損
等
の
事
故
は
自
己
責
任
で

あ
っ
た
。
出
願
者
の
差
出
等
に
伴
う
旅
費
及
び
滞
在
費
は
、
す
べ
て
自
己
負
担
で
、
特
に
本
山
か
ら
の
陳
列
依
頼
に
よ
る
場
合
は
旅
費
、
滞
在
費
を
一
部
補
助
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
陳
列
し
た
所
蔵
者
に
は
記
念
品
が
下
附
さ
れ
た
。

　

明
治
四
十
二
年
十
二
月
一
日
よ
り
出
願
手
続
が
開
始
さ
れ
、『
龍
谷
週
報
』
第
四
十
五
号
（
明
治
四
十
三
年
一
月
一
日
）、
同
誌
第
四
十
七
号
（
明
治
四
十
三
年
一
月
十

五
日
）
や
『
教
海
一
瀾
』
第
四
六
六
号
（
明
治
四
十
三
年
一
月
一
日
）
に
出
願
開
始
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
月
初
め
ま
で
に
す
で
に
五
〇
〇
余
点
の
出
願
数

を
数
え
、
最
終
的
に
受
理
し
た
法
宝
物
の
件
数
は
一
〇
〇
〇
点
近
く
に
達
し
、
手
続
や
調
査
の
処
理
能
力
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
保
管
場
所
の
一

つ
と
し
て
境
内
の
経
蔵
に
安
置
し
、
日
々
五
名
の
巡
査
が
交
代
で
監
視
し
た
。

　

法
宝
物
の
出
陳
可
否
を
審
査
す
る
第
一
回
鑑
定
会
は
、
開
催
の
半
月
前
の
二
月
十
六
日
午
前
九
時
〜
十
八
日
ま
で
の
三
日
間
、「
奥
書
院
」（
蘭
亭
之
間
と
次
之
間
）
と

称
さ
れ
た
五
柳
之
間
の
南
に
隣
接
し
た
部
屋
を
中
心
に
鑑
定
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
蒐
覧
会
事
務
所
は
香
房
に
設
置
さ
れ
た
。

　

鑑
定
会
の
メ
ン
バ
ー
は
明
治
四
十
二
年
十
二
月
二
十
三
日
付
で
大
谷
尊
由
が
法
物
蒐
覧
会
鑑
定
委
員
長
に
、
翌
日
に
は
利
井
明
朗
、
島
地
黙
雷
、
小
田
尊
順
、
赤
松
連

城
、
堅
田
廣
吼
、
薗
田
宗
恵
、
近
松
尊
定
、
幡
山
教
円
、
今
小
路
覚
尊
の
九
名
が
委
員
に
任
命
さ
れ
職
務
に
就
い
た
。

　

一
〇
〇
〇
点
近
い
出
願
法
宝
物
を
、
蒐
覧
会
開
催
日
の
半
月
前
に
鑑
査
す
る
と
い
っ
た
大
仕
事
は
、
お
そ
ら
く
流
れ
作
業
的
な
も
の
で
法
宝
物
を
熟
覧
す
る
こ
と
は
到

明
治
時
代
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
つ
い
て

一
〇
四



底
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
期
間
中
の
展
示
替
え
を
考
慮
し
、
会
期
中
も
鑑
定
会
が
開
か
れ
、
展
示
替
え
後
の
次
期
出
陳
法
宝
物
を
決
定
し
て
い
た
こ

と
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

（
三
）　

蒐
覧
会
の
様
子

　

明
治
四
十
三
年
三
月
一
日
の
法
物
蒐
覧
会
の
開
催
が
近
づ
く
中
、
会
場
の
設
備
も
ほ
ぼ
整
い
法
宝
物
を
陳
列
す
る
の
み
と
な
っ
た
。『
龍
谷
週
報
』
第
五
十
三
号
（
明

治
四
十
三
年
二
月
二
十
六
日
）
に
は
整
い
つ
つ
あ
る
設
備
の
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。
西
本
願
寺
か
ら
の
法
宝
物
を
展
示
す
る
場
所
は
白
書
院
紫
明
之
間
（
一
之
間
）
が

利
用
さ
れ
（
図
版
４
）、
門
末
か
ら
の
法
宝
物
一
〇
〇
〇
点
余
は
雁
之
間
、
菊
之
間
、
そ
し
て
鴻
之
間
下
段
、
東
狭
屋
之
間
が
あ
て
ら
れ
た
（
図
版
５
・
６
）。
各
展
示
室

で
使
用
さ
れ
る
展
示
台
に
は
白
金
巾
が
掛
け
ら
れ
、
背
景
に
も
三
巾
（
約
一
〇
五
㎝
）
の
白
金
巾
の
幕
や
新
調
し
た
金
屛
風
数
十
雙
、
翠
簾
が
飾
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
展

示
台
の
前
面
に
は
進
入
防
止
用
の
竹
製
矢
来
（
結
界
）
が
巡
ら
さ
れ
た
。
防
犯
、
警
備
対
策
と
し
て
、
会
場
の
法
宝
物
拝
瞻
所
監
督
に
堅
田
廣
吼
（
三
月
二
日
付
）、
番

人
に
殿
南
澤
持
、
井
上
尊
了
（
同
日
付
）、
ト
半
了
啓
、
尾
木
原
勝
祐
（
三
月
八
日
付
）、
下
間
九
鬼
三
郎
（
三
月
二
十
五
日
付
）、
中
山
尊
観
（
三
月
二
十
八
日
付
）
を

命
じ
、
門
末
の
法
宝
物
の
展
示
会
場
に
は
守
護
係
監
督
を
堅
田
廣
吼
（
三
月
八
日
付
）、
守
護
係
に
蒲
原
霊
性
、
荻
原
善
知
、
片
岡
順
教
、
内
田
善
倫
、
佐
竹
信
栄
、
土

井
善
譲
、
壺
井
善
證
（
三
月
九
日
付
）、
風
紀
部
よ
り
法
物
監
視
人
取
締
に
池
永
三
章
、
田
中
省
三
郎
（
三
月
三
日
付
）
を
命
じ
、
昼
夜
巡
回
警
備
を
行
っ
た
。
ま
た
、

展
示
会
場
は
、
昼
間
に
お
い
て
も
薄
暗
く
防
犯
の
問
題
や
拝
観
者
の
便
宜
を
図
り
、
第
二
回
の
展
示
替
え
よ
り
鴻
之
間
上
段
に
十
六
燭
光
（
蝋
燭
十
六
個
に
相
当
す
る
明

る
さ
）
の
電
灯
四
個
が
架
設
さ
れ
、
火
災
等
の
非
常
時
に
備
え
て
長
持
な
ど
の
要
具
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
展
示
さ
れ
る
法
宝
物
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
法
宝
物
と
い
う

認
識
の
も
と
で
当
然
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
た
よ
う
で
、
明
治
四
十
三
年
二
月
二
十
六
日
の
「
本
山
御
出
品
の
種
目
」（『
龍
谷
週
報
』
第
五
十
三
号
）
に
は
「
六
十
有
餘
日

間
陳
列
せ
る
と
き
は
汚
損
又
は
乾
潤
の
虞
れ
な
き
に
非
ら
ざ
れ
ば
」
と
記
さ
れ
、
長
期
に
及
ぶ
展
示
の
た
め
法
宝
物
の
保
存
状
態
に
注
意
を
払
う
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。

　

西
本
願
寺
所
蔵
の
法
宝
物
の
展
示
は
、
白
書
院
に
て
二
期
（
甲
ノ
組
、
乙
ノ
組
）
に
分
け
展
示
さ
れ
た
。
甲
ノ
組
は
「
鏡
御
影
」
を
は
じ
め
「
教
行
信
証
」（
六
冊
の

内
二
冊
）、「
孝
明
天
皇
御
宸
筆
報
恩
講
私
記
」、「
六
字
尊
号
」、「
三
経
往
生
古
版
論
註
」、「
見
真
大
師
伝
絵
」（
上
、
覚
如
上
人
御
真
蹟
浄
賀
画
）、「
善
導
圓
光
見
真
三

大
師
御
影
像
」、「
見
真
慧
燈
両
大
師
連
座
御
影
像
」（
慧
燈
大
師
御
銘
）、「
正
信
偈
注
」（
慧
燈
大
師
御
真
蹟
）
が
三
月
一
日
〜
四
月
四
日
ま
で
、
乙
ノ
組
は
「
孝
明
天
皇

御
宸
筆
嘆
徳
文
」、「
金
泥
十
字
尊
号
」、「
安
城
御
影
」（「
但
汚
損
ノ
恐
レ
ア
リ
且
拝
観
為
シ
難
キ
ヲ
以
テ
慧
燈
大
師
御
写
ヲ
以
テ
換
フ
」）、「
教
行
信
証
」（
六
冊
の
内
二

明
治
時
代
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
つ
い
て

一
〇
五



図版 4　白書院紫明之間の様子（明治43年）
西本願寺所蔵の法宝物を展示した白書院紫明之間（一之間）である。拝観者は二之間より拝観し、竹
製矢来の向こうには番人が監視にあたる。中央には親鸞聖人筆「六字尊号」、その両脇には「親鸞聖
人影像（鏡御影）」、「親鸞、蓮如連座影像」が安置されている。その前面には、「教行信証」、親鸞加
点「版本浄土論註」、親鸞筆「浄土三経往生文類」が並ぶ。柱には養生として白布がまかれ、紐で縛
られた竹製矢来が結界として絶妙に造られ、柱を傷つけまいとする文化財に対する意識を感じる。冊
子や巻物は白布で覆った傾斜台に立てかけ、目線を座った時の位置に保ち、見やすい工夫が取られて
いる。出陳された法宝物から、展観の前期（甲ノ組） 3月 1日～ 4月 3日に撮影されたものと考えら
れる。（『追遠帖』明治43年10月）

「親鸞聖人影像（鏡御影）」
「親鸞、蓮如連座影像」

白布を巻き、その上から
竹製の矢来を固定

竹製矢来（結界）

拝観者

親鸞聖人筆「六字尊号」

番人

竹製矢来の設置が
困難な所は、
竹を縦に据え柱の代用

白書院二之間

欄間「八重椿に尾長鳥」

明
治
時
代
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
つ
い
て

一
〇
六



図版 5　菊之間の様子（明治43年）
菊之間では門信徒から借用した法宝物を展示していた。会場は、既存の建築部材、障壁画に細心の注
意を払い、絶妙な配置と工夫の凝らした展示造作が窺われる。竹を縦横に組み拝観者と展示空間とを
区別して造り、天井からは御簾を垂らし荘厳な雰囲気と目隠し的な役割を果たしている。さらに、軸
が吊られた壁面は、既存の襖（障壁画）を利用せず新たに壁を造作している。正面に見る絵伝は「法
然上人絵伝」（備後国光照寺蔵）上中下三幅すべてが展示され、第 1回目展示替え開始（ 3月10日）
以降に展示された法宝物である。また展示台の前には法宝物の名称と所蔵先のキャプション、そして
由来を示す解説文も見られる。画面左端には番人が監視する。拝観者が入れた賽銭が畳上に散乱して
いる。賽銭の飛散防止や法物の保護を目的に、かすみ網が張られたのは第 1回目の展示替え終了以降
からと考えられる。（『追遠帖』明治43年10月）

竹による造作

法然上人絵伝
（光照寺蔵）

壁面の造作

展示台の造作

キャプション
解説文

欄間「雁に雲」

御簾

傾斜台

番人

竹による造作
（結界）

散乱する賽銭

明
治
時
代
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
つ
い
て
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図版 6　鴻之間の様子（明治43年）
鴻之間では門信徒から借用した法宝物を展示し、上段には木仏、下段には軸、冊子を中心に陳列して
いる。展示に伴う展示台、竹製矢来などの造作物は、既存の建築部材、障壁画に細心の注意を払い工
夫が凝らされて設置されいる。天井まで建てられた竹の先端は、竹の転倒を防ぐため、補助の竹片を
沿わし天井格子部分を挟み込む工夫が取られている。雁之間でも見られた御簾も荘厳な雰囲気を醸し
出し、目隠し的な役割を果たしている。さらに、軸が吊られた壁面は、既存の小壁（障壁画）を利用
せず新たに壁を造作している。展示台の前には法宝物の名称と所蔵先のキャプション、そして由来を
示す解説書も見られる。番人が監視するための椅子が設置されている。画面中央には電灯が吊られて
いる。（『追遠帖』明治43年10月）

造作小壁

長押

柱

御簾

造作壁

造作展示台造作展示台 監視の椅子 「手ふれる遍可らず」

竹の挟み込み

小壁

電灯 欄間「鴻の鳥」

結界

造作壁

既存柱

注意書

明
治
時
代
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
つ
い
て
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冊
）、「
唯
信
抄
」、「
改
邪
抄
」、「
見
真
大
師
伝
絵
」（
下
、
覚
如
上
人
御
真
蹟
浄
賀
画
）、

「
御
俗
姓
」、「
十
字
尊
号
讃
見
真
大
師
御
影
像
」、「
見
真
大
師
如
信
覚
如
両
上
人
御
影
像
」

（
覚
如
上
人
御
銘
）
が
四
月
五
日
〜
四
月
三
十
日
ま
で
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
他
、「
圓
光
見
真

慧
燈
三
大
師
遺
骨
塔
」、「
見
真
大
師
御
依
用
念
珠
」、「
見
真
大
師
箸
鷹
御
詠
歌
御
懐
紙
」

（
寂
如
上
人
御
真
筆
）
は
通
期
で
展
示
さ
れ
た
。

　
『
龍
谷
週
報
』
第
五
十
四
号
（
明
治
四
十
三
年
三
月
五
日
）「
法
物
蒐
覧
会
開
設
」
に
は
、

開
催
日
前
日
か
ら
夜
半
に
か
け
て
係
員
総
が
か
り
で
、
法
宝
物
の
陳
列
作
業
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
展
示
点
数
は
、
一
一
〇
〇
点
と
も
一
二
〇
〇
点
と
も
言
わ
れ
、
一
回
の
展
示
空
間
の

容
量
を
は
る
か
に
超
え
、
会
期
中
に
大
規
模
な
三
回
の
展
示
替
え
が
実
施
さ
れ
た
。
初
回
の

展
示
は
展
示
総
点
数
二
一
〇
点
（『
龍
谷
週
報
』
報
告
）
と
も
二
八
〇
点
（『
京
都
日
出
新

聞
』
報
告
）
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

展
示
替
え
は
、
団
体
参
詣
の
開
始
や
特
別
拝
観
者
の
拝
観
を
考
慮
に
入
れ
て
行
わ
れ
た

（
図
版
７
）。
展
示
を
報
じ
た
『
中
外
日
報
』
は
第
二
九
八
一
号
の
明
治
四
十
三
年
四
月
十
六

日
三
面
「
法
物
蒐
覧
会
を
観
る
」
に
お
い
て
、「
今
回
は
怪
し
き
も
の
一
品
も
な
く
、
所
謂

天
下
一
品
の
法
物
の
み
」
と
記
し
て
い
る
。

（
四
）　

拝
観
者
と
展
示
評
価

　
『
龍
谷
週
報
』
に
は
「
法
物
蒐
覧
会
」
と
し
て
、
開
催
早
々
の
明
治
四
十
三
年
三
月
五
日

発
行
の
第
五
十
四
号
〜
第
六
十
二
号
ま
で
九
回
の
連
載
で
、
四
十
九
点
の
主
要
な
展
示
法
宝

物
の
解
説
を
列
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
誌
に
は
「
法
物
蒐
覧
会
彙
報
」
も
連
載
さ
れ
、

図版 7　法物蒐覧会の拝観者の推移
※�天候は『明治43年京都　ある商家の若妻の日記』  による。日記が記されたのは現京都市東山区五
条橋東 2丁目（西本願寺から東約 2㎞）
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蒐
覧
会
の
様
子
を
詳
細
に
伝
え
て
い
る
。
三
月
十
七
日
ま
で
の
総
拝
観
者
は
四
万
七
三
三
三
人
を
数
え
た
。
そ
の
中
で
も
福
井
の
団
体
参
詣
者
の
法
宝
物
拝
観
の
姿
勢
は

模
範
的
な
も
の
で
、「
一
々
跪
座
合
掌
し
念
仏
諸
共
拝
礼
」
す
る
様
子
は
監
視
や
他
の
拝
観
者
も
感
銘
を
受
け
、
自
ら
襟
を
正
し
た
と
い
う
。

　

法
物
蒐
覧
会
は
四
月
三
十
日
午
後
四
時
に
六
十
一
日
間
の
会
期
を
終
え
た
。
拝
観
総
数
は
一
般
、
団
体
拝
観
者
合
わ
せ
て
約
二
十
六
万
四
〇
〇
〇
人
、
特
別
拝
観
者
七

〇
〇
〇
余
名
の
総
合
計
三
十
万
人
越
え
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
各
寺
院
へ
の
返
却
を
終
え
た
法
物
蒐
覧
会
事
務
所
は
、
明
治
四
十
三
年
五
月
三
十
一
日
閉
鎖
さ
れ
、
残
務

処
理
は
大
遠
忌
準
備
事
務
所
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

今
回
の
法
物
蒐
覧
会
は
、
こ
の
組
織
的
な
展
開
を
取
り
入
れ
法
然
上
人
七
〇
〇
回
遠
忌
、
明
如
宗
主
月
次
法
要
、
上
宮
太
子
聖
忌
法
要
の
法
要
期
間
中
に
合
わ
せ
て
開

催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
蒐
覧
会
の
拝
観
者
数
は
三
十
万
人
を
越
え
る
数
値
と
な
り
、
盛
況
の
内
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。『
龍
谷
週
報
』
第
六
十
二
号
巻
頭
の
記
事

「
法
物
蒐
覧
会
終
了
」
に
は
、「
嗚
呼
、
前
後
六
旬
に
亘
た
る
法
物
蒐
覧
会
は
、
実
に
善
男
善
女
の
法
悦
に
満
た
さ
れ
た
る
楽
園
に
し
て
、
希
有
の
感
観
を
極
め
た
り
し
也
。

是
を
盖
し
宗
祖
大
師
大
御
遠
忌
の
記
念
事
業
と
し
て
。
無
比
の
美
学
た
り
し
と
共
に
、
其
成
績
ま
た
予
想
已
上
に
達
し
得
た
る
も
の
歟
」
と
記
し
成
功
の
一
端
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
明
治
四
十
四
年
一
月
四
日
の
事
務
開
始
式
に
お
い
て
、
鏡
如
宗
主
臨
席
の
も
と
で
執
行
長
と
執
行
名
で
、
前
年
の
各
事
業
の
梗
概
を
上
啓
し
「
元
祖
高
祖
両
大

師
ニ
縁
故
ア
ル
法
宝
物
ヲ
蒐
集
シ
拝
観
ヲ
差
許
サ
レ
全
国
ノ
門
葉
大
集
団
ヲ
為
シ
子
来
雲
集
勝
縁
ニ
値
遇
セ
シ
ヲ
慶
喜
セ
リ
」
と
総
括
的
に
そ
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

一
方
、
展
示
配
置
や
展
示
さ
れ
た
法
宝
物
に
酷
評
を
示
し
た
中
外
日
報
の
記
者
は
、
開
催
早
々
に
会
場
を
訪
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
三
年
三
月
三
日
の
同
紙
第
二
九
四

二
号
二
面
「
西
六
蒐
覧
会
」
に
、
西
本
願
寺
か
ら
出
陳
し
た
法
宝
物
を
展
示
す
る
白
書
院
の
陳
列
は
「
稍
や
叮
嚀
」
と
し
て
、
番
人
も
法
衣
を
着
用
し
頭
が
下
が
る
思
い

を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
門
末
寺
院
の
法
宝
物
を
陳
列
し
て
い
る
鴻
之
間
な
ど
は
「
拙
に
し
て
宛
然
東
本
願
寺
の
売
立
に
異
な
ら
ず
」
と
記
し
て
お
り
、
無
造
作
に

雑
然
と
陳
列
し
て
い
る
状
況
が
読
み
取
れ
る
。
記
者
は
執
行
長
大
谷
尊
由
の
言
葉
を
引
用
し
、「
所
謂
見
る
も
の
を
し
て
崇
高
の
念
を
感
せ
し
め
以
て
宗
教
的
観
念
を
高

め
ん
と
の
持
論
は
陳
列
場
に
あ
ら
は
れ
居
ら
ず
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
新
聞
記
事
「
本
派
蒐
覧
会
を
観
る
」
に
は
、
真
偽
が
は
っ
き
り
し
な
い
法
宝
物
も
「
伝
」
を
冠

し
て
陳
列
場
所
を
区
別
し
て
展
示
し
て
い
よ
う
で
あ
る
が
、
素
人
目
に
も
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
な
偽
資
料
も
多
く
展
示
さ
れ
「
鑑
定
考
証
に
訴
ふ
る
迄
も
無
く
、
常
識

を
有
す
る
も
の
ゝ
滑
稽
に
堪
え
ざ
る
所
」
と
し
て
「
霊
威
ど
こ
ろ
か
嘔
吐
の
感
を
起
さ
し
む
、
古
上
人
に
対
し
て
侮
辱
を
與
ふ
る
も
の
と
謂
ふ
べ
し
」
と
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
西
本
願
寺
と
門
末
と
の
法
宝
物
の
展
示
配
置
が
全
く
異
な
り
、
法
宝
物
の
間
隔
を
開
け
展
示
す
る
展
示
空
間
が
、
よ
り
西
本
願
寺
の
強
い
尊
厳
を
保
と
う
と
す

る
意
志
が
現
れ
、
門
信
徒
や
一
般
の
拝
観
者
が
蒐
覧
会
の
意
図
を
理
解
せ
ぬ
ま
ま
会
場
を
去
る
状
況
が
起
き
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
点
は
、
門
末
の
法
宝
物
の
展
示
件
数

（　
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が
展
示
空
間
の
容
量
を
は
る
か
に
越
え
て
お
り
、
展
示
以
前
か
ら
当
然
予
想
さ
れ
た
こ
と
と
言
え
る
。
あ
ま
り
に
多
く
の
法
宝
物
を
門
末
か
ら
借
用
し
た
め
、
変
則
的
か

つ
過
重
な
展
示
替
え
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
良
く
言
え
ば
、
多
く
の
法
宝
物
を
よ
り
多
く
の
門
信
徒
や
一
般
の
拝
観
者
に
拝
観
し
て
も
ら
い
、
崇
高
の
念
を
感
じ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
展
示
の
意
味
を
喪
失
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
会
場
に
て
記
者
が
聞
い
た
話
を
明
治
四
十
三
年
三
月
十
七
日
の
『
中
外
日
報
』
第
二
九
五
三
号
三
面
「
西
六
団
参
見
聞
記
」
に
綴
っ
て
い
る
。
或
翁
が
「
こ
れ

程
沢
山
に
あ
る
彫
刻
物
が
悉
く
見
真
大
師
の
自
作
ぢ
ゃ
と
書
い
て
あ
る
が
、
此
処
に
並
べ
て
あ
る
も
の
な
れ
ば
メ
ッ
タ
に
嘘
も
あ
る
ま
い
が
、
一
代
の
内
に
是
程
沢
山
な

彫
刻
を
遣
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
彫
刻
屋
が
商
売
で
も
容
易
な
事
業
で
は
な
い
。
世
界
的
大
宗
派
を
作
ら
る
ゝ
傍
ら
に
、
こ
れ
だ
け
の
手
蹟
を
残
さ
れ
た
い
云
ふ
の
は
大
疑

問
ぢ
ゃ
と
」
と
い
う
。
開
催
後
の
展
示
評
価
に
対
し
て
的
を
得
た
話
し
で
も
あ
る
。
そ
の
反
面
、
西
本
願
寺
側
の
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
た
よ
う
な
、
あ
り
が
た
い
法
宝
物

の
数
々
に
対
し
て
、
念
仏
を
称
え
る
回
向
が
絶
え
間
な
く
響
く
様
子
を
記
し
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
記
事
も
あ
る
。
七
条
停
車
場
に
着
く
車
窓
か
ら
西
本
願
寺
の
甍
の

位
置
を
示
さ
れ
る
と
南
無
阿
弥
陀
仏
、
京
都
の
土
を
踏
ん
で
土
を
離
れ
る
ま
で
唱
え
る
念
仏
は
計
り
知
れ
な
い
。
そ
の
状
況
を
知
り
、「
熱
の
あ
る
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を

聞
き
た
く
当
新
聞
記
者
は
三
月
十
八
日
昼
頃
に
西
本
願
寺
を
訪
ね
蒐
覧
会
を
観
覧
し
た
。
会
場
に
入
る
と
線
香
の
香
り
が
強
く
な
り
、
案
内
人
が
「
こ
れ
が
御
祖
師
様
の

御
筆
、
こ
れ
が
何
上
人
の
御
筆
」
と
説
明
す
る
と
涙
を
こ
ぼ
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
、
何
を
言
わ
れ
て
も
南
無
阿
弥
陀
仏
と
連
唱
す
る
光
景
に
記
者
は
興
味
を
抱
い

た
。
そ
し
て
、
記
者
は
鼻
に
香
、
耳
に
名
号
の
絶
え
る
間
も
な
く
会
場
を
後
に
し
た
と
い
う
。

（
五
）　

写
真
帖
と
目
録
の
刊
行

　

法
物
蒐
覧
会
関
連
の
冊
子
と
し
て
写
真
帖
『
追
遠
帖
』
が
、
会
期
中
の
明
治
四
十
三
年
三
月
十
二
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
写
真
帖
は
非
売
品
と
し
て
編
纂
兼
発
行

者
：
本
派
本
願
寺
執
行
所
、
右
代
表
者
：
後
藤
環
爾
、
印
刷
者
：
嶋
田
富
之
助
、
印
刷
所
：
図
画
館
で
仕
上
げ
ら
れ
た
。
冊
子
の
表
紙
に
は
笈
と
竹
杖
、
笠
の
絵
が
あ
し

ら
わ
れ
、
西
本
願
寺
所
蔵
と
門
末
所
蔵
の
法
宝
物
、
そ
し
て
西
本
願
寺
関
連
の
諸
施
設
の
写
真
（
厚
紙
）
と
そ
の
解
説
（
薄
紙
）
で
構
成
さ
れ
、
二
十
三
葉
の
写
真
図
版

は
、
コ
ロ
タ
イ
プ
版
で
あ
る
。

　

掲
載
さ
れ
た
写
真
に
は
、
明
治
四
十
二
年
三
月
一
日
発
行
の
『
本
願
寺
写
真
帖
』
よ
り
の
再
版
刷
や
大
修
復
を
終
え
た
飛
雲
閣
全
景
写
真
も
含
ま
れ
、
さ
ら
に
陳
列
の

た
め
に
門
末
か
ら
預
か
っ
た
「
見
真
大
師
御
真
筆
聖
徳
太
子
和
讃
四
首
」（
和
泉
貝
塚
願
泉
寺
蔵
）、「
元
祖
大
師
御
絵
伝
」（
備
後
国
光
照
寺
蔵
）、「
祖
師
御
持
用
の
袈
裟

（　

）
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及
び
念
珠
」（
京
都
市
金
宝
寺
蔵
）、「
念
仏
停
止
の
制
札
」（
三
河
国
本
宗
寺
蔵
）、「
日
本
三
体
聖
徳
太
子
御
自
作

木
像
」（
飛
騨
国
常
蓮
寺
蔵
）
の
法
宝
物
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
法
宝
物
を
預
か
り
陳
列
す
る
ま
で
の

約
二
ヵ
月
間
、
鑑
定
会
な
ど
の
蒐
覧
会
準
備
で
多
忙
な
中
で
撮
影
、
冊
子
レ
イ
ア
ウ
ト
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。

　

一
方
で
団
体
参
詣
の
記
念
品
の
中
に
も
、
藤
島
了
穏
『
法
物
蒐
覧
会
の
栞
』（
十
万
部
）
や
『
参
拝
記
念
法
物

帖
』
が
印
刷
さ
れ
、
執
行
所
内
の
庶
務
部
に
お
い
て
配
布
さ
れ
た
。『
参
拝
記
念
法
物
帖
』
は
、
展
示
拝
観
の
記

念
と
し
て
、
ま
た
郷
里
へ
の
土
産
品
の
意
味
も
あ
り
、『
追
遠
帖
』
の
簡
易
縮
刷
版
と
し
て
配
布
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
法
物
蒐
覧
会
が
閉
幕
し
て
五
ヵ
月
後
の
明
治
四
十
三
年
十
月
に
、
法
物
蒐
覧
会
の
総
括
と
し
て
、
後
世

に
伝
え
残
す
意
味
を
含
め
、『
蒐
覧
会
陳
列
法
宝
物
目
録
』（
十
月
二
日
発
行
、
図
版
8
）
と
『
追
遠
帖
』（
十
月

三
十
一
日
発
行
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
折
し
も
十
月
は
鏡
如
宗
主
が
約
一
年
ぶ
り
に
外
遊
か
ら
帰
山
し
た
月
（
十
月

六
日
）
で
も
あ
り
、
刊
行
が
宗
主
へ
の
報
告
を
兼
ね
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
蒐
覧
会
陳
列
法
宝
物
目
録
』
は
奥
付
に
編
纂
者
：
伊
藤
祐
覚
、
印
刷
者
：
嶋
田
富
之
助
、
印
刷
所
：
図
画
館

と
記
さ
れ
、
西
本
願
寺
と
門
末
の
出
陳
リ
ス
ト
（
片
面
刷
八
十
頁
）
と
写
真
図
版
と
し
て
主
要
な
法
宝
物
類
、
会

場
風
景
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
は
黄
色
表
紙
に
下
が
り
藤
紋
五
点
（
橙
色
三
点
、
白
色
二
点
）
を
山
型
に
配
列
し
た
体
裁
で
、
題
箋
と
し
て
中
央
に
絹
本
貼
付
で

「
明
治
四
十
三
年
蒐
覧
会
陳
列
法
宝
物
目
録
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
追
遠
帖
』
の
方
は
『
蒐
覧
会
陳
列
法
宝
物
目
録
』
の
出
陳
リ
ス
ト
を
除
い
た
部
分
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
両
冊
子
の
巻
頭
に
は
、
蒐
覧
会
総
裁
の
大
谷
尊
重
筆
の
「
開
法
蔵
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
開
法
蔵
」
と
は
『
仏
説
無
量
寿
経
』
の
「
重
誓
偈
」

の
一
節
か
ら
引
用
さ
れ
た
言
葉
で
、
人
々
の
た
め
に
仏
法
の
蔵
を
開
く
と
い
う
解
釈
で
あ
ろ
う
か
。『
追
遠
帖
』
は
編
纂
者
：
大
八
木
大
行
、
印
刷
者
：
嶋
田
富
之
助
、

印
刷
所
：
図
画
館
で
あ
る
。
表
紙
は
『
蒐
覧
会
陳
列
法
宝
物
目
録
』
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
、
下
り
藤
紋
五
点
の
色
調
（
茶
色
三
点
、
青
色
二
点
）
の
み
異
な
り
、
中
央
に

「
追
遠
帖
」
と
記
さ
れ
た
題
箋
（
絹
本
貼
付
）
が
あ
る
。
両
冊
子
で
使
用
さ
れ
た
図
版
は
、
す
で
に
法
物
蒐
覧
会
の
会
期
中
の
速
報
記
事
『
龍
谷
週
報
』
第
五
十
八
号
挿

（　

）
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図
と
同
じ
構
図
で
あ
る
。
ま
た
展
示
会
場
風
景
の
「
紫
明
之
間
上
段
陳
列
の
本
山
法
物
拝
観
の
光
景
」
一
葉
は
会
期
終
了
直
後
に
発
行
さ
れ
た
『
教
海
一
瀾
』
第
四
七
〇

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
両
冊
子
は
、
表
紙
と
題
箋
を
入
れ
替
え
る
の
み
で
、
新
た
に
版
面
を
製
作
せ
ず
、
必
要
な
頁
を
差
し
込
む
の
み
で
仕
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
費
用

的
に
も
時
間
的
に
も
、
さ
ら
に
配
布
用
途
に
応
じ
た
効
果
的
な
体
裁
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

京
都
博
覧
会
と
蒐
覧
会

　

日
本
で
初
め
て
「
博
覧
会
」
と
称
す
る
展
覧
会
が
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
月
、
西
本
願
寺
書
院
で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
し
た
の
は
京
都
の
豪
商
人
、
三
井
八
郎
右

衛
門
（
高
福
）、
小
野
善
助
（
包
賢
）、
熊
谷
久
右
衛
門
（
直
孝
）
の
三
人
で
あ
っ
た
。
会
期
は
十
月
十
日
〜
十
一
月
十
一
日
ま
で
の
三
十
三
日
間
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

明
治
五
年
に
も
西
本
願
寺
、
知
恩
院
、
建
仁
寺
の
三
会
場
で
京
都
博
覧
会
（
第
一
回
京
都
博
覧
会
）
が
開
催
（
三
月
十
日
〜
五
月
三
十
日
）
さ
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
五
年

六
月
か
ら
明
治
六
年
、
七
年
と
、
同
じ
西
本
願
寺
を
会
場
と
し
て
、
京
都
博
覧
会
の
関
連
展
示
と
し
て
「
永
久
博
覧
会
」
が
毎
月
一
と
六
の
付
く
日
に
限
定
的
に
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
展
示
は
、「
物
産
興
隆
風
俗
進
歩
」
を
促
し
「
益
人
智
開
明
土
地
繁
昌
」
に
繋
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
こ
の
「
永
久
博
覧
会
」
は
「
博
覧
館
」（
常
設
博

覧
会
）
と
称
し
て
、
一
先
ず
西
本
願
寺
書
院
を
借
用
し
て
「
仮
博
覧
館
」
と
し
て
開
設
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
で
言
う
博
物
館
の
常
設
展
示
の
原
型
と
し
て
理
解
で
き

る
。

　

明
治
元
年
三
月
に
神
仏
分
離
令
の
布
告
に
よ
っ
て
仏
教
関
係
の
建
物
が
被
害
を
受
け
、
さ
ら
に
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
仏
像
や
寺
の
法
宝
物
類
、
図
書
類
な
ど
が
破
棄
さ

れ
、
古
物
商
に
渡
っ
て
し
ま
う
事
態
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
「
社
寺
領
上
知
令
」
が
布
告
さ
れ
、
境
内
を
除
く
す
べ
て
の
社
寺
領
が
国
有
化

と
な
り
、
大
半
の
社
寺
は
経
済
的
基
盤
を
奪
わ
れ
、
僧
侶
が
廃
寺
を
願
出
、
還
俗
し
て
し
ま
う
例
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
古
文
化
財
は
保
存
上

憂
慮
す
べ
き
危
機
の
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
太
政
官
は
本
邦
初
の
文
化
財
保
護
法
で
あ
る
「
古
器
旧
物
保
存
方
」
を
明
治
四
年
五
月
に
布
告
す
る
。
こ
の
「
古

器
旧
物
保
存
方
」
に
関
連
し
て
、
当
時
文
部
省
博
物
局
の
蜷
川
式
胤
や
内
田
正
雄
、
町
田
久
成
（
博
物
局
長
、
後
の
東
京
帝
室
博
物
館
初
代
館
長
）、
高
橋
由
一
（
油
絵

師
）、
横
山
松
三
郎
（
写
真
師
）
ら
と
、
伊
勢
、
名
古
屋
、
奈
良
、
京
都
の
古
社
寺
や
華
族
の
宝
物
を
調
査
し
、
さ
ら
に
正
倉
院
の
調
査
（
壬
申
検
査
）
も
行
っ
た
。
そ

の
調
査
の
中
で
、
蜷
川
ら
は
西
本
願
寺
の
永
久
博
覧
会
の
見
学
と
当
該
所
蔵
の
法
宝
物
を
調
査
し
て
い
る
。

　

明
治
五
年
八
月
一
日
、
蜷
川
、
町
田
、
内
田
は
永
久
博
覧
会
を
巡
覧
し
飛
雲
閣
に
立
ち
寄
る
。
さ
ら
に
九
月
十
六
日
の
開
催
日
に
も
再
来
（
同
明
治
五
年
九
月
十
六
日

（　

）
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条
）
す
る
。
こ
の
度
重
な
る
視
察
は
、
蜷
川
ら
が
社
寺
や
正
倉
院
の
宝
物
類
の
調
査
と
共
に
、
常
設
の
博
物
館
構
想
（「
集
古
館
」
の
建
設
）
も
念
頭
に
置
い
た
訪
問
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
京
都
博
覧
会
の
延
長
で
西
本
願
寺
に
お
い
て
開
設
さ
れ
た
永
久
博
覧
会
は
、
一
時
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
ら

ず
、
恒
久
的
な
博
物
館
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
最
初
の
一
歩
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
京
都
国
立
博
物
館
六
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
第
一
回
京
都
博
覧
会
の

三
年
後
の
明
治
八
年
四
月
に
京
都
御
所
の
旧
米
倉
を
借
用
し
て
府
営
の
常
設
博
物
館
が
開
館
（
明
治
九
年
に
「
京
都
博
物
館
」
と
称
す
る
）
し
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
の

京
都
国
立
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
帝
国
京
都
博
物
館
が
明
治
三
十
年
五
月
に
開
館
す
る
。

　

西
本
願
寺
を
会
場
と
し
た
京
都
博
覧
会
、
永
久
博
覧
会
（
常
設
博
覧
会
）
は
明
治
七
年
八
月
十
六
日
に
終
了
し
た
。
一
般
の
観
覧
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、

西
本
願
寺
の
僧
侶
ら
は
法
要
以
外
で
境
内
に
今
ま
で
に
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
人
の
多
さ
を
実
感
し
た
。
そ
し
て
、
展
示
会
場
で
は
展
示
品
を
見
て
感
動
す
る
人
た
ち

を
目
の
当
た
り
た
り
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
経
験
が
次
の
西
本
願
寺
蒐
覧
会
に
繋
が
り
、
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
「
御
法
宝
物
拝
見
」
を
発
展
さ
せ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

お　

わ　

り　

に

　

明
治
維
新
に
伴
う
廃
仏
毀
釈
の
風
潮
の
中
で
、
日
本
の
仏
像
や
絵
画
等
が
破
壊
さ
れ
、
海
外
に
流
出
す
る
と
い
う
文
化
財
の
危
機
を
防
ぐ
目
的
で
、
明
治
四
年
「
古
器

旧
物
保
存
方
」
が
太
政
官
か
ら
布
告
さ
れ
た
。
こ
の
布
告
を
受
け
て
、
寺
院
は
文
化
財
の
詳
細
な
目
録
の
作
成
、
提
出
が
求
め
ら
れ
、
国
は
近
畿
地
方
に
文
部
省
の
職
員

を
派
遣
し
て
、
社
寺
や
華
族
の
所
蔵
す
る
古
器
旧
物
の
調
査
（
壬
申
検
査
）
に
あ
た
ら
せ
た
。
そ
し
て
、
明
治
五
年
九
月
に
文
部
省
博
物
局
の
蜷
川
式
胤
ら
が
、
初
め
て

西
本
願
寺
を
訪
れ
京
都
博
覧
会
の
永
久
博
覧
会
の
現
状
視
察
と
共
に
、
西
本
願
寺
の
法
宝
物
調
査
を
初
め
て
調
査
し
た
。
そ
の
後
、
国
は
神
社
並
び
に
寺
院
の
所
蔵
の
宝

物
古
巻
物
な
ど
の
目
録
を
取
り
ま
と
め
提
出
す
る
指
示
を
下
し
、
明
治
二
十
一
年
ま
で
全
国
的
な
法
宝
物
調
査
が
実
施
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
西
本
願
寺
は
、
今
ま
で
伝
え
護
ら
れ
て
き
た
法
宝
物
の
歴
史
的
な
重
要
性
を
認
識
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
上
原
芳
太
郎
が
『
楳

牕
餘
芳
』
や
『
明
如
上
人
伝
』
で
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
如
宗
主
は
代
々
西
本
願
寺
に
残
さ
れ
て
き
た
文
書
記
録
の
調
査
に
留
意
し
、
目
録
作
成
や
保
管
を
徹
底
し
、

法
宝
物
の
整
理
を
命
じ
宝
庫
（
土
蔵
）
の
管
理
も
厳
重
に
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
明
治
二
十
三
年
の
西
本
願
寺
蒐
覧
会
を
終
え
た
翌
年
一
月
の
事
務
初
式
に
際
し
て
、

宗
主
の
代
弁
と
し
て
執
行
長
大
洲
鉄
然
は
「
四
月
ニ
蒐
覧
会
を
開
き
門
末
ノ
法
物
ヲ
蒐
集
鑑
査
シ
以
テ
法
物
保
存
ノ
必
要
ヲ
促
シ
」
と
述
べ
た
と
お
り
、
法
宝
物
の
重
要

（　

）
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性
を
認
識
し
後
世
に
伝
え
残
そ
う
と
す
る
思
い
が
感
じ
取
れ
る
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
国
か
ら
の
法
宝
物
調
査
は
、
法
宝
物
の
散
逸
を
防
ぐ
目
的
か
ら
実
施
さ
れ
、
各
寺
院
が
所
蔵
す
る
法
宝
物
の
全
体
把
握
と
そ
の
目
録
作
成
に
重
点
が
置

か
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
西
本
願
寺
も
国
か
ら
の
要
請
に
よ
り
詳
細
な
目
録
作
成
が
行
わ
れ
た
が
、
地
方
に
散
在
す
る
法
宝
物
の
把
握
は
容
易
で
は
な
く
、
一
つ
の

策
と
し
て
蒐
覧
会
を
実
施
し
全
国
の
法
宝
物
を
集
め
、
そ
の
リ
ス
ト
化
を
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
国
の
法
宝
物
調
査
と
蒐
覧
会
は
密
接
に
関
連
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
日
本
で
初
め
て
博
覧
会
と
称
す
る
展
覧
会
が
西
本
願
寺
で
行
わ
れ
た
が
、
西
本
願
寺
を
会
場
と
す
る
京
都
博
覧
会
が
終
了
す
る
明
治
七
年
八
月
十
六
日
の
翌

年
四
月
に
西
本
願
寺
が
蒐
覧
会
と
称
し
て
独
自
の
手
法
と
全
国
的
な
規
模
で
展
覧
会
が
実
施
さ
れ
る
。
西
本
願
寺
側
は
、
明
治
維
新
以
後
、
他
国
の
文
化
の
流
入
に
よ
っ

て
真
宗
へ
の
信
仰
の
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
。
京
都
博
覧
会
で
展
示
手
法
や
入
館
者
の
状
況
を
認
識
し
、
み
教
え
伝
え
る
伝
道
活
動
に
活
か
し
、
蒐
覧
会
の
開
催
に

至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
効
果
は
、
入
館
者
数
、
出
陳
希
望
件
数
に
も
反
映
さ
れ
、
全
国
の
寺
院
や
門
徒
に
も
信
仰
の
再
認
識
を
抱
か
せ
た
。

　

ま
た
、
展
示
に
お
い
て
も
既
存
の
文
化
財
を
損
傷
さ
せ
な
い
よ
う
な
展
示
造
作
の
工
夫
、
拝
観
す
る
観
覧
者
に
対
す
る
法
宝
物
の
配
置
へ
の
こ
だ
わ
り
等
、
西
本
願
寺

の
法
宝
物
、
文
化
財
に
対
す
る
意
識
の
強
さ
を
感
じ
る
。

　

今
後
、
さ
ら
に
地
方
寺
院
等
の
悉
皆
調
査
を
進
め
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
論
考
の
進
展
に
邁
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
こ
の
拙
論
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
方
々
に
は
数
々
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
文
献
の
閲
覧
・
複
写
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
記

し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

市
川
良
文　

大
原
実
代
子　

岡
田
至
弘　

岡
村
喜
史　

左
右
田
昌
幸　

潮
留
哲
真　

大
喜
直
彦　

中
山
英
麿　

中
路
孝
信　

野
村
伸
夫　

藤
枝
聖　

堀
恵
雄　

安
川
由
美
子　

山
本
洋
一　

教
行
寺（
兵
庫
）　

専
応
寺（
京
都
）　

法
光
寺（
京
都
）　

陽
願
寺（
福
井
）　

蓮
照
寺（
富
山
）　

大
谷
大
学
図
書
館　

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館　

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

神
戸
市
立
中
央
図
書
館　

佛
教
大
学
図
書
館　

本
願
寺
史
料
研
究
所　

龍
谷
大
学
図
書
館

　

な
お
、
本
論
の
資
料
調
査
研
究
に
は
、
一
部
本
願
寺
派
教
学
助
成
財
団
の
助
成
を
受
け
た
。

明
治
時
代
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
つ
い
て

一
一
五



註（　

）
1	
東
京
文
化
財
研
究
所
編
『
明
治
期
府
県
博
覧
会
出
品
目
録　

明
治
四
年
〜
九

年
』
二
〇
〇
四
年　

中
央
公
論
美
術
出
版

（　

）
2	

本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
本
願
寺
史
』
第
三
巻　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務

所　

一
九
六
九
年

	

　

本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
三
巻　

本
願
寺
出
版

社　

二
〇
一
九
年

（　

）
3	

柱
本
瑞
俊
編
『
明
如
上
人
日
記
抄
』
一
九
二
七
年　

本
願
寺
室
内
部

	

　

明
如
上
人
伝
記
編
纂
所
編
『
明
如
上
人
伝
』
一
九
二
七
年　

明
如
上
人
二
十

五
回
忌
臨
時
法
要
事
務
所

（　

）
4	

柱
本
瑞
俊
編
『
明
如
上
人
日
記
抄
』
一
九
二
七
年　

本
願
寺
室
内
部

（　

）
5	

「
第
三
十
三
巻　

官
規
七　

賞
典
恩
典
五
」『
太
政
類
典
』
第
二
編　

一
八
七

一
年

（　

）
6	

『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
巻
三

（　

）
7	

「
乙
達
番
外
」『
本
山
月
報
』
第
一
号　

一
八
九
〇
年
一
月
二
十
五
日

（　

）
8	

『
西
六
條
本
願
寺
蒐
覧
会
陳
列
目
録
』
一
八
九
〇
年　

国
立
国
会
図
書
館
関

西
館
蔵

（　

）
9	

菱
田
幸
次
郎
編
『
本
願
寺
蒐
覧
会
出
品
目
録
』
一
八
九
〇
年　

普
及
会　

国

立
国
会
図
書
館
関
西
館
蔵

（　

）
10	

柱
本
瑞
俊
編
『
明
如
上
人
日
記
抄
』
一
九
二
七
年　

本
願
寺
室
内
部

（　

）
11	

柱
本
瑞
俊
編
『
明
如
上
人
日
記
抄
』
一
九
二
七
年　

本
願
寺
室
内
部

（　

）
12	

『
本
山
月
報
』
第
二
号
乙
達
第
二
号　

一
八
九
〇
年
二
月
十
日

（　

）
13	

『
本
山
月
報
』
第
五
号　

一
八
九
〇
年
四
月
二
十
七
日

（　

）
14	

柱
本
瑞
俊
編
『
明
如
上
人
日
記
抄
』
一
九
二
七
年　

本
願
寺
室
内
部

（　

）
15	

柱
本
瑞
俊
編
『
明
如
上
人
日
記
抄
』
一
九
二
七
年　

本
願
寺
室
内
部

（　

）
16	

『
本
山
録
事
』
一
九
〇
九
年
六
月
十
九
日

（　

）
17	

「
甲
達
第
四
十
号
」『
本
山
録
事
』
一
九
〇
九
年
九
月
二
十
五
日

（　

）
18	

中
野
卓
編
『
明
治
四
十
三
年
京
都　

あ
る
商
家
の
若
妻
の
日
記
』
一
九
八
一

年　

新
曜
社

（　

）
19	

「
参
拝
事
務
本
部
彙
報
」『
龍
谷
週
報
』
第
五
十
七
号　

一
九
一
〇
年

（　

）
20	

「
甲
教
示
番
外
」『
本
山
録
事
』
一
九
一
〇
年
六
月
四
日

（　

）
21	

『
本
山
録
事
』
一
九
一
一
年
一
月
十
五
日

（　

）
22	

『
中
外
日
報
』
一
九
一
〇
年
三
月
六
日

（　

）
23	

『
京
都
日
出
新
聞
』
第
八
一
八
四
号　

一
九
一
〇
年
三
月
十
九
日
七
面

（　

）
24	

『
龍
谷
週
報
』
第
五
十
五
号
、
第
五
十
六
号　

一
九
一
〇
年

（　

）
25	

京
都
博
覧
協
会
編
『
京
都
博
覧
会
沿
革
誌
』
一
九
〇
三
年　

京
都
博
覧
協
会

	

　

京
都
博
覧
協
会
編
『
京
都
博
覧
協
会
五
十
年
記
要
』
一
九
二
〇
年　

京
都
博

覧
協
会

（　

）
26	

蜷
川
式
胤
『
奈
良
之
筋
道
』
弐　

一
八
七
二
年
八
月
一
日
条

（　

）
27	

『
本
山
月
報
』
第
十
二
号　

一
八
九
一
年
一
月
十
五
日

明
治
時
代
の
本
願
寺
蒐
覧
会
に
つ
い
て

一
一
六


